
Title ハナカジカCottus nozawae Snyderの生態的・形態的分岐－Ⅱ．：成魚の形態及び分布について

Author(s) 後藤, 晃; GOTO, Akira

Citation 北海道大學水産學部研究彙報, 26(1), 39-48

Issue Date 1975-06

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/23546

Type departmental bulletin paper

File Information 26(1)_P39-48.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北大水産業報

26(1)， 39-48. 1975. 

ハナカジカ CottUBnozαwae Snyderの生態的・形態的分岐・11.

成魚の形態及び分布について

後藤 晃*

Ecological and Morphological Divergence of the Freshwater 

Sculpin， COttUB nozawae Snyder・11. Morphological 
comparison of adult fishes of smaIl-egg and 

large-egg types and their distribution 

Akira GOTO* 

Abstract 

One of出efr朗 hwaぬr自culpin，CottU8削 zawaeSnyder， is divided inωtwo 
types ac唱ordingto ecologicaI and morphologic乱1points of view; the smaIl-egg阻 d
l晶，rge句 gtyp倒. These two types are quite simiI町 inbody form， but晶，redifferent 
in some morphologicaI characters. Judging from晶 morphologicaIcomp紅 ison
of the 脇 me，it is found that the Iarge-egg type is， in aIl prob油ility，identified 
with Cott刷協oz脚 'ae，制命的 reporもedby Snyder， J.O. in 1911. 
Both typω 位。 disもribu旬d，BO far 品目 investigation go個， aIl over the 
Hokk晶，idoDistrict. The smaIl句gtype inh晶，bitsthe Iower COllrse and the large-
e邸 typethe middle and upper cour駒 ofa river. The fact 蜘，ted晶bove，
目ugg揃 sth尚もhe1晶rge句 gもypehωbeenspecia七edfrom the smaIl-eggも，ypeon the 
evolutio回 ryline. 

緒言

ハナカヲカ Cottusnozawae Snyderは北海道の河川に広く分布するカヲカ科魚類の一種である。

その種名については， Watanabe1)，宮地等のちが Cottuspollux Guntherを適用し，一方佐藤・小

林玖中村。らは Cottusnozawae Snyderを適用したように，研究者聞に意見が多い。 ζのような

意見の相異は，白lnther5)が 1873年11::北海道小樽内川で採集しTこ小形の個体K基づいて C.pollux 

と命名・記載したが，彼の原記載によっては乙の C.polluxが本外H1::広く分布するカヲカ11::相当する
ものなのか，または北海道11::分布するハナカヲカK相当するものかを判別することが困難であるとと

による。それ故，今のと ζろハナカヲカKC. polluxとC.nozawaeのいずれの種名を適用すべきか

は明確に出来ないが， ζ乙では中村の に従い C.nozawaeを適用する ζとにした。

ζれまでハナカヲカについての研究は比較的少ない。岡田めは本種の産卵習性及ぴ初期発生につい

て報告し， 5月10日頃から 2-3週間が本種の産卵期である ζと， 及び 8
0
Cの湧水中で約4週間で

勝化し，卵黄吸収後にはほぼ成体と同様の形態を示す乙とを明らかにした。佐藤・小林は北海道南部

11::棲息する本種の形態及ぴ生態に関する調査を行い，形態的に本州産のカヲカ C.polluxと明瞭に相

違する乙と及び道南の河川では一般に中流以上Ir.多く棲息する乙とを報告した。尾身7)は成長11::伴な

・北海道大学水産学部発生学・遺伝学講座

(Lab骨 ω併 yof Embryology and Genet仰 ，Faeulty of Fi8晶eriω，Hok加idoUni'世er8均)
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北大水産業報 26(1). 1975. 

う形態変化について述ぺ，ハナカジカは成長に伴なって前鰻葦骨燃が3本から 2本11:減少することを

明らかにした。また渡辺的は本種の形態・生態及ぴ分布11:関する研究を行い，本種はほぼ北海道全域，

千島列島南部及ぴサハリン11:分布すると述べた。後藤めは北海道南部の誇河川での調査に基づき，本

種には川の下流域で多数の小形卵を産むノj、9聞と中・上流績で少数の大形卵を産む大卵型とがあるこ
とを報告した。彼はその中で， ζれら両型は産卵習性及び初期発育過程を異I亡し， また産卵場所が明

瞭11:離れていることからお互いに生殖的に隔離されていると述べた。

著者は今回，ハナカヲカの2型について，成魚の形態及ぴ分布11:関する調査を行った。そ ζでその

結果について報告し，さらにその結果に基づき両型の系統類縁関係、についての予察を行う。本文に入

るに先立ち，指導と校閲を頂いた北海道大学水産学部浜田啓吉教授に心から感謝の意を表する。また

指導・助言を頂いた同大学水産学部山崎文雄博士及ぴ小野里坦博士並ぴに貴重な批判を頂いた発生学

.遺伝学講座の各位11:厚く感謝する。

材料と方法

1972年4月から 1974年8月にわたって，北海道南部の久根別川，大野川， 戸切地川及ぴ流渓川に

おいて，ハナカラカの調査・採集を行った。採集は主として， 戸切地)11と流渓川の下流域及ぴ中・上

流域で三角網を用いて行った。得られた標本は 1096フォルマリン11:固定後， 形態の比較観察11:用い

た。用いた標本の採集日，個体数及ぴ体長は表1および211:示した。各標本は外部及ぴ内部形態につ

いて観察し，生長:11:伴なう体各部の長きの比率の変化を両型で比較検討した。また両型の各鰭鰭条数，

Table 1. Cott制 noza仰 eabtained from the river H ekirÎf;hi~ 

Number of 
No.of Locality Date Type individu晶18 Bod(y mlmen) gth 
sample 跡fFem山
1 Lower course A1p9r7i3 l 15， Small・egg 6 13 108.6-37.1 
of the river type 

2 Lower∞urse July 12， Small-egg 10 14 711.3-115.8 
of the river 1973 

stm3予晶1e1.egg 3 Lower ∞urse Oc色.18， 1 5 97.7-80.3 
of the river 1973 type 

4 Uopf ptehr e mriuvmoT e A1p9r7i3 l 15， 
Large-egg 15 10 103.9-28.0 
type 

5 
IToPf Pt8hre ∞riuvmer e July 12， Large-egg 12 17 101.6-13.5 

1973 type 
6 Uopf ptehr e ∞riuvmer e Oc色.18， Large・egg 9 4 91.1-50.4 

1973 type 

Table 2. Cot抑制lza叩 eabtained fr捌 tkeriver R-抑 kei.

Number of 
No.of Locality D晶色。 Type individu畠18 Bod(y mmlen) gth 
聞ample

Male I F，叩le
7 Lower叩'lU'8e April 12， Sm晶n・egg 4 4 132.9・鎚.。
of the river 1974 

Lt畠yrFge-egg 8 Upper course April 12， 19 9 98.7-85.8 
of the river 1974 t~申。
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後藤: ハナカジカの生態的・形態的分岐ーII

脊椎骨数(下尾軸骨を含む).飽和数及ぴ幽門垂数等を計数し，比較した。きらに地理的分布を知るた

めに.1974年8月に北海道内各河川の調査を行った。採集を行った河川は， 盃川(古字郡). 余市川

(余市郡).厚田)1¥(厚田郡).大椴川(留萌郡).初山別)11(苫前郡).丸松川(天塩郡). 幌別川(枝

幸郡).オッチャラペ川(枝幸郡). 卯原内川(常呂郡). 糖真布川(斜里郡). 古多糠川(標津郡).

忠類川(標津郡)，音別川(十勝郡).楽古)11(広尾郡).ケリマイ)11(三石郡)の諸河川である。

結 果

ハナカ少カの小卵型及び大卵型はともにハナカジカとしての形態的特徴をもっている。

体色は小卵型でやや薄いが，両型とも全体11:黒褐色を帯び， 体側ILは3本の帯状横紋がみとめられ

る。第1背舗と第2背舗は完全に分離し，胸舗は5-6本の分校した錨条をもっ。雄成魚の腹館内面11:

は第2次性徴である多数の小丘状骨突起が存在する。前飽蓋骨は3本の燃を有し， 両顎及ぴ鋤骨には

繊毛歯がある。口蓋骨には歯を欠く。飽和数は 6-9である(掃図8)。腸は1回転する。

上11:述べfこ形質は両型11:共通しているが，前飽董骨般の形状，体側鱗の多少，舌骨{申出筋(protractor

hyoidei)と胸骨舌骨筋 (sternohyoideus)の発達の度合， 及ぴ幽門重の数等11:相違が認められた。前

飽蓋骨の放は両型とも 3鯨を有するが，その最上端の 1蚊は小卵型では先端が鋭く真すぐ上方11:伸び

るのに対して，大卵型では先端が鈍くやや湾曲してk方11:伸ぴる(掃図 1)。鱗は小卵型では少数し

かみられないが，大9躍では胸鰭基底後方IL版状の小鱗が多数認められる。舌骨伸出筋と胸骨舌骨筋

は大卵型においてより太く発達し，両筋がより近接して存在する(掃図2)。幽門垂数は小卵型が 4-7

Text-fig. 1. pr寝泊'percularspin鈎 oftheもwotypes of OOttU8 noza制服.
A: small-egg type. B.L. 86.7 mm. 
B: 1晶，rge-egg句1>e. B.L. 84.5 mm. 

Tex凶 g.2. Ventral view of the bωd region ofもhetwo types of a.弛側側e.
A: small-egg type. B.L. 86.7 mm. 
B: large-egg type. B.L. 84.5mm. 
PR. HY.， Protractor hyoidei; 8TH.， 8ternohyoideus. 

- 41ー



北大水産業報 26(1)・ 1975.

。.

~ 15ト 3
E 
2 ・
;z 10ト

5卜，....，

一
比
い
比
い
比
い
比

い
〕
〕
じ

i

は
い
比
い
比
い
止

い
に
比
い
比
十
比
8 910 8 910 181920 16171819 

Number 01 Oors・1Spines Number 01 Oorsal Spines 
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d晶ぬsare shown in T油I倒 1and 
2. 
Left: small-egg句rpe.
Right: 1晶，rge句 gtype. 

5)であるのに対して，大卵型ではやや少なく 3-5(モード 4)である(挿図9)。

体節的形質においても，そのいくつかで両型に相違がみられた。各鱒条数及び脊椎骨数は，小卵型

でD.VIII-X. 18-20; A. 14-16; P. 14-16; V. I.4; Vertebrae 36-38であり，大卵型では D.VIII-

X. 16-19; A. 13-15; P. 14-15; V. 1，4; Vertebrae 34-36である(掃図3-7)。第1背鱒脈数のモー

ドは両者とも 9本であり{栂図3).特It差は認められないが，第2背鱒条数は小卵型でモードが 19

またはm本にあり，大卵型では 18本にある(掃図4)。つまり大卵型の背舗軟条数は小卵型と比較
してやや少ない。虜錨条数では明確な差はみられとtいが，小卵型で 14-16本であるのに対し，大卵型

では 13-15本とやや少ない(掃図5)。胸錨条数のモードは小卵型，大卵型でそれぞれ 15本.14本

で大卵型で少ない(掃図6)。脊椎骨数については小9閣でモードが 37であるのに対し，大卵型では
35.時IL34であり，大卵型の脊椎骨教は著しく少ない(掃図7)。さらに，生長に伴なう体各部の長

さの比率の変化を両型で比較すると，頭長/体長には両型で差異が認められないが， 限径/頭長，口裂

巾/頭長，尾柄高/頭長では両型で顕著な差異が認められ， いずれの場合も大卵型の比率が大きな値を

示した(掃図 10)。

NDllber 01 Dors・1Rays Numb・r01 Oors.1 Rays 
Text-fig. 4. Frequencies of the number of 

the dorsal r品y日ofthe twoもypes
of σ.時ozawae.
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後藤. ハナカジカの生態的・形態的分岐ーII
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河川内の分布については，北海道南部の4河川，久根別川，大野川，戸切地川及ぴ流渓川とも， 産

卵期IL限らず他の期間においても，河口から約2km七流までの下流域では小卵型の形態的特徴をも

っ個体だけが採集され，また逆11:中・上流域では大卵型の形態的特徴をもっ個体t:げが採集された
(掃図11)。さらに北海道の各河川で採集された標本をその形態的特徴を調べ，型別に地図上11::記すと，

掃図 12になる。

考 察

ハナカジカ小卵型と大卵型の形態を比較した結果，小卵型と大9閣は共通した多くの特徴をもって
いるが，いくつかの形質例えば前鯛蓋骨肢の形状，幽門主童数， 脊椎骨数等で明瞭な相違を示すととを

見いだした。 Snyder10)によると， 1911 年に報告された北海道石狩川のハナカ~カ Cottus nozawae 

は背鰭8脈 17軟条，得鰭 13軟条，腹鰭1.車4軟条である。第2背鰭軟条数及ぴ書館軟条数からみて，

彼の報告したハナカヲカは著者が観察した大卵型11:相当するものであると考えられる。 さらに，ハナ

カクカは佐藤・小林久渡辺的等の報告によると形態的11:非常に変異に富u'魚種とされてきた。佐藤

・小林は北海道南部の茂辺地川，久根別川及ぴ戸切地川より採集したハナカ~カについて， D. VIII-

X， 17-20; A. 13-15; P. 14-16; V. I. 4; Vertebrae 35-36と報告し，また渡辺は北海道千歳川，オ
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the ver旬，braeof the two勿pes
ofC.制抑制e.

Text-fig. 8. Frequencies of the number of 
the gill-rakers of the two tJ中制
。fC.協ozawae.

ポロ川，温根沼及ぴ剣路川より採集したハナカヲカについて.D. VII-IX. 16-20; A.ト16;P. 12-16: 

V. L 4: Vertebrae 34-36と報告している。 ζれらの計測値は著者が言う小卵型と大卵型のそれぞれ

についての計測値を包含している。それ故，佐藤・小林及ぴ渡辺が報告したハナカヲカには明らかに

小卵型と大卵型が含まれていると恩われる。従来，ハナカ少カが形態的Ir.変異Ir.富むときれたのは乙

のためであろう。

両型の河川内の分布についての調査結果は， 両型が各河川において分布を異にしていることを示し

ている。即ち，小卵型は河川の下流域に周年棲息しているのに対して， 大卵型は中・ヒ流域Ir.周年棲

息している。また北海道各地での採集結果から両型ともほぼ北海道全域に分布しているものと考えら

れる。そして小卵型は各河川の下流域でみられ，大9阻は中・上流域でみられる点は戸切地川，流渓
川等の場合と同様である。なお，同一河川で大卵型は中・上流域でのみ採集されたが，小卵型が金流

域を通じて採集きれなかった河川があった。 との乙とについては，乙れらの河川Ir.小卵型が棲息して

いないか， ぞれとも採集きれなかっただけなのかは不明であり，今後の詳しい調査を必要とするであ

ろう。

以上に述べたように， ハナカヲカのIJ~Ø聞及ぴ大卵型は形態差及ぴ生態的分布の相違によって明瞭

に区別される。浜田11)は日本のワカサギ属Ir.関する形態学的・生態学的研究を通して， ワカサギ

Hypomesus olidusとチカ H.japonicusを分類学的1r.}Jlj種として明瞭に区別した。彼はその中で，

-44 
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穫はそれ自身一定の形態的特徴をもっととも

に個有の生態的地位をもっと述べ， 種の分類

IL当ってはとれらの両者を考慮に入れて行う

べきであるとした。後藤9)は， 乙ζで取り扱

っているハナカジカの小卵型と大卵型が産卵

場所・卵径・初期発育過程の相違によって明

瞭に区別きれ， しかも両型は生殖的11:隔離さ

れている乙とを明らかにした。それ故， 乙れ

らの両型についての形態的・生態的比較の結

果は，ハナカラカの小卵型と大9阻がそれぞ

れ個有の形態的特徴と生態的地位をもってお

り，分類学的に別種として区別し得る乙とを

示していると言えよう。そして前述したよ
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うに，大卵型がハナカヲカ Cottusnozawae 

Snyder I乙相当する乙とから， 小卵型は分類学上ζれとは別種として新
たに取り扱う必要があろう。

Tこ r~'雨型は， その形態的特徴及ぴ地理的分布が非常によく類似していると
とから，極めて近縁な関係
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Text・fig.11. Diotribution of sm晶Il句gもype阻 dlar俳句g も，ypein river自 ofBOuthern 
Ho肱晶ido.
o small-egg type，・ large-eggtype 
。。

100 km 

Text匂.12. Diotribution of sm晶Il・eggも'ypeand large・eggtype of O.制抑制ん O.ha旬・
め吋酔t.8I8in Ho怯晶ido.
O自mall-eggtype， ・larg'帥 ggtype， x O. ha吋め吋tn8Is
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後藤: ハナカジカの生態的・形態的分岐ー11

にあると推察される。

Mizunol2)は従来1種とされてきたハゼ科の淡水魚ヨシノポリ Rhinogobiusbrunneus Temminck 

et Schlegelの卵11:大・小の2型がある ζと， そして両者はその発育史・形態・分布が異仕るととを

報告し，ヨシノボリとカワヨシノポリ Tukugobiusftumineus MiZlUlOを別属・別種として分類学的

に区別した。また彼はその中で，両者の系統類縁関係について，大形卵のカワヨシノポリは小形卵の

ヨシノポリから河川の上流の渓流地帯11:複みつくように分化したという考え方を提起した。 さらに水

野・丹羽13)は，ハナカヲカと同属の淡水産カクカ Cottuspollux G世ntherにもヨシノポヲの場合と

同様に，卵径・発育史・形態・分布からみて2つの型があることを報告し， それぞれ大卵型・小卵型

と名づけて区別した。そして両者の系統関係について， 大卵型は小卵型から進化したという考え方を

提起した。 ζれらの報告から，ハナカヲカの小卵型と大卵型の関係は， ヨシノボ9とカワヨシノポリ

及ぴカ!/カの小卵型と大m哩の関係と非常によく類似していると言える。松原叫によると，カヨカ類
はメバル類を祖先とする海洋起源のものとされている。 そのため現在でも，その大多数は海産魚であ

り，そのうちカ少カ亜科に属するものの一部市Z北半球北部の淡水域に侵入している。 McAllister1d)は，

ギスカ!>カ属の 1種 Afyoxocephalusquadバcornisが氷河期11:海から北アメリカの淡水域11:侵入した

のだろうというととを確信をもって述べている。また彼はその中で， との種が現在でも北極海11:面す

る諸河川の下流域にさかんに侵入している事実をも報告している。

以ヒのことを考慮に入れて，ハナカ少カの両型の系統的関係を推察すると，幼期の一部を海で生活

し，その後川の下流域に穣息する両側回遊型の生活様式をもっ小卵型から， 川の中・上流域で一生を

すごす河川適応型の生活様式をもっ大卵型が分化したと考えるのが妥当であると恩われる。そして分

化の過程としては，小卵型の一部の群が空いていた(または空いた)中・上流域の生態的地位に侵入

し，そ乙での新しい環境K適した生活様式を獲得する過程で卵及ぴ初期発育過程が変化し，大卵型を

形成したのであろうと推察される。現在，北海道の諸河川の中・上流域で主に水生昆虫を食い底穣生

活を営んでいる魚種がハナカ少カ大卵型のみであるととは， ζの考えを支持する一つの根拠となるよ

うに恩われる。 Hubbs18)は，近縁種間では一般的11:卵の大形のものが脊椎骨数も多いととを報告した。

前述したヨシノボリとカヲカの場合も，卵の大きいカワヨシノポリ及びカヲカ大卵型で脊椎骨数が多

いと報告されている。しかし， ここで扱っているハナカクカの場合は， 小卵型の方が大卵型より脊椎

骨数が多い。 ζの点K関する説明は今のと ζろ明らかに出来ない。今後，両型の初期発生そも含めて

比較検討を行い，その原因を明らかにする必要があろう。

なお，ハナカヲカの小卵型と大卵型の成魚の形態・分布及ぴ両型の系統関係、については，初期発生

の比較をも含めてさらに詳細な調査を現在すすめている。

要 約

1) ハナカジカの小卵型と大卵型の成魚は形態的K多くの共通した特徴をもっとともに， いくつか

の形質に差異が認められる。

2) 前餌蓋骨肢の最上端の燃は小卵型で先端が鋭く真すくーであるのに対して， 大卵型では先端が鈍

くやや湾曲している。鱗は大卵型には胸鰭基底後方K蝶状の小鱗が多数あるが， 小卵型には少ない。

舌骨伸出筋と胸骨舌骨筋は大卵型でより発達する。脊機骨数は大卵型でより少ない。

3) 両型は北海道のほぼ全域に分布しており，各河川で小卵型は下流域11:，大卵型は中・上流域に

棲息している。

4) 大卵型は Snyderによって 1911年11:石狩)1¥から初めて報告されたハナカヲカ Cottusnozawae 

Snyderであるととが明らかにされ，小卵型はとれとは近縁な別種であると推察された。

5) 大卵型は小卵型から分化したと推定された。その過程は，小卵型の一部が空いていた中・上流

域の生態的地位に侵入し， そ乙での新しい環境11:適した生活様式を獲得する過程で卵及ぴ初期発育過
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程が変化し，大卵型!r.分化したのであろうと推察された。
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